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加藤　真吾（Shingo Kato）講師
がん遺伝子解析、腫瘍免疫学

臨床と基礎を両方行うPhysician Scientistです。臨床では、

附属病院のがん遺伝子解析検査を担当しています。研究で

は、腫瘍免疫の解析を専門にしています。特に、がん細胞の遺

伝子変異が担がん個体の腫瘍免疫応答に与える影響に着目して、

新しい腫瘍免疫療法の開発を目指しています。

氏名

研究分野

プロフィール

受験生へのMESSAGE

私は東京の公立中学出身です。中学受験エリートではありません。両親は医師ではありません。そして、私立の
医学部を受けるという選択肢は私にはありませんでした。受験生の時、自分と同じ様な条件でも医師になれるの
か、とても不安でした。しかし、やはりあきらめきれず、挑戦した結果、合格することが出来ました。人は皆、自分
の人生しか知りません。無理だ無理だという人は、可能だった人を見たことが無いのだと思います。私が医師に
なれたので、誰にでも必ず可能性はあります。とても大変だと思いますが、是非、受験勉強頑張ってください。
医師になりたい人が医師になれる日が来ることを願っています。

模擬授業タイトル:

がんゲノム医療とはなにか

がんの遺伝子変化から新たな治療の選択肢を検索する最先端の「がんゲノム医
療」について、横浜市立大学附属病院における取り組みとあわせて紹介します。
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